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本事業の概要 

本事業は先端的かつ国際性の⾼い世界トップレベルの研究拠点の形成を進めるために
名古屋市⽴⼤学なごや先端研究開発センターが設置した「卓越研究グループ⽀援事
業」の⽀援を受けております。卓越研究グループ⽀援事業は、多様な研究者の共創と
融合により、卓越的かつ独創的な優れたアイデアで学際的研究分野を開拓し、さらに
国際的な連携で研究を推進していくグループの創⽣を⽬的としております。 

研究課題名 

「脳神経科学の将来を担う若⼿研究者の育成と共同研究⽀援による研究⼒促進プロジ
ェクト」 

本研究グループの基盤となっている脳神経科学研究所(脳研)は、脳神経科学の基礎研
究、特に脳疾患の病態解明と予防・治療開発に取り組む研究所として、2019 年に開設
されました。脳研を本務とする医学研究科の６研究室に、複数の研究科から連携研究
室が加わり、現在 22 研究室が活動しており、これまでにも合同セミナーやリトリート
を通じて連携を図ってきましたが、現状の成果の多くは各研究室が個別に創出してい
るものでした。脳研を先端的かつ国際性の⾼い研究成果を継続的に創出する世界レベ
ルの研究拠点として発展させるためには、研究室間の連携を深める積極的な取り組み
が必要不可⽋です。そこで本研究グループでは次の３つの活動を⾏います：①共同研
究をサポートするシームレスな研究拠点の形成、②国際的な研究拠点形成に向けた活
動、③次世代の中核を担う若⼿研究者の⼈材育成。これらの活動を通じて、脳研を本
学の重要な研究拠点として⾶躍的に発展させるとともに、⼤学全体の研究⼒の向上に
繋げることを⽬指しております。 

【脳神経科学研究活動をサポートするシームレスな研究拠点の形成】 

 これまで⾏ってきた合同セミナーやリトリートに加え、さらに研究活動に直
結する技術やリソースの提供を⾏うことで、研究拠点内での共同研究を推進します。
また、すでに連携研究室となっている研究室以外でも、潜在的にニューロサイエンス
分野に興味のある者を取り残さないために、グループ内の技術・リソース・研究交流
にアクセスできるオープンな研究拠点を形成します。 

【国際的な研究拠点形成に向けた活動】 

 現在の脳神経科学研究所や連携研究室が⾏っている国際協働・連携先を共有
することで、国際的な研究拠点の形成を図ります。また、本学が公募している「国際
共同研究推進のための派遣・招聘⽀援プログラム」を活⽤し、⼈材の国際的な交流を
⾏おうとしております。 



【次世代の中核を担う若手研究者の人材育成：学生から独立を目指す研究者まで】 

 次世代の中核を担う若⼿研究者を育成するために、脳神経科学の教育・研究
指導を⾏います。博⼠課程やすでに学位を保有している若⼿研究者には、リトリート
での交流促進の他、⼀流の研究者の招聘を⾏い、脳神経科学の最前線に触れる機会を
提供します。さらに、独⽴を控えた研究者の特別指導体制を設けることで、本学から
全国に研究者を送り出し、ネットワークを拡⼤させます。 

本事業概要図 

 

  

脳神経科学の将来を担う若手研究者の育成と共同研究支援による
研究力強化促進プロジェクト

研究グループ代表者：澤本和延（医学・教授）
研究グループPI:齊藤貴志（医学・教授）／川内大輔（医学・教授）／酒々井眞澄（医学・教授）／野村洋（医学・寄附講座教授）
飛田秀樹（医学・教授） ／松川則之（医学・教授） ／日比陽子（医学・教授） ／山田敦朗（医学・寄附講座教授） 
白根道子（薬学・教授） ／服部光治（薬学・教授） ／辻村誠一（芸術工学・教授） ／富永真琴（なごや先端研究開発センター・特任教授）

①脳神経科学研究活動をサポートするシームレスな研究拠点の形成

②国際的な研究拠点形成に向けた活動 ③若手研究者の人材育成

グループ内の研究技術・リソースの提供による共同研究の推進 

共同研究

従来の体制 本研究グループの体制

セミナー
リトリート

グループへのアクセス整備

国際的な人材育成支援事業を活用した若手研究者の海外派遣

支援事業期間内の成果を共有する国際シンポジウムの実施 人件費支援事業を活用した特任助教の雇用
若手研究者を自立させるための特別指導体制

キャリアアップを目指す面接対策
国際

シンポジウム
人材育成のため
の海外派遣

脳研を基盤とし、先端的で国際性の高い世界レベルの研究拠点を形成するために以下の３つの研究活動を実施する

総出版論文数70本、国際共著論文20本、その内、質の高い研究論文(IF8点以上)の国際共著論文5本の出版
支援終了時の達成目標



プログラム 
14:20 受付開始                           (敬称略) 
14:50 開始 
14:50-15:00 開会挨拶：研究グループ代表者(神経発達・再⽣医学分野 澤本和延)  
           ビデオレター (浅井清⽂ 学⻑) 
第１部 座⻑：未定 
15:00-15:08 真野 昌⼆(先端バイオイメージング⽀援プラットフォーム ABiS) 
15:08-15:16 澤本 和延(医学研究科・脳神経科学研究所・神経発達・再⽣医学分野) 
15:16-15:24 野村  洋(医学研究科・脳神経科学研究所・認知機能病態学寄附講座) 
15:24-15:32 酒々井眞澄(医学研究科・脳神経科学研究所・神経毒性学分野) 
15:32-15:40 ⼭川 和弘(医学研究科・脳神経科学研究所・神経発達症遺伝学分野) 
15:40-15:48 川内 ⼤輔(医学研究科・脳神経科学研究所・腫瘍・神経⽣物学分野) 
15:48-15:56 ⿑藤 貴志(医学研究科・脳神経科学研究所・認知症科学分野) 
 
15:56-16:10休憩  (14分) 
 
第２部 座⻑：未定 
16:10-16:18 ⾶⽥ 秀樹(医学研究科・脳神経⽣理学分野) 
16:18-16:26 ⽇⽐ 陽⼦(医学研究科 臨床薬剤学分野) 
16:26-16:34 粂  和彦(薬学研究科・神経薬理学分野) 
16:34-16:42  ⽩根 道⼦(薬学研究科・分⼦⽣物薬学分野) 
16:42-16:50  ⽊村幸太郎(理学研究科) 
16:50-16:58 辻村 誠⼀(芸術⼯学研究科・視覚情報処理研究) 
 
16:58-17:20休憩 (22 分) 
 
第 3 部 座⻑：未定 
17:20-17:28 富永 真琴(なごや先端研究開発センター温度⽣物学研究室) 
17:28-17:33 嶋⽥ 逸誠(医学研究科・細胞⽣化学) 
17:33-17:38 ⼭⽥ 茂樹(医学研究科・脳神経外科) 
17:38-17:43  保嶋 智也(薬学研究科・薬物動態制御学分野) 
17:43-17:51  服部 浩⼆(産学官共創イノベーションセンターURA)  
 



17:51-18:15 休憩 (24分) 
 
第 3 部 座⻑：未定 
18:15-18:23  松川 則之(医学研究科・神経内科学分野) 
18:23-18:31  ⼭⽥ 敦朗(こころの発達医学寄附講座) 
18:31-18:39 齋藤 伸治(医学研究科・新⽣児・⼩児医学分野) 
18:39-18:47  ⻘⼭ 峰芳(薬学研究科・病態解析学分野) 
18:47-18:55  服部 光治(薬学研究科・病態⽣化学分野) 
18:55-19:10 総合討論 
19:10-19:15 来年度公募案内+懇親会会場案内 
19:15-19:20 閉会挨拶：今泉祐治(理事・副学⻑(研究))  
19:20-19:30 写真撮影 
19:30-20:00  フリーディスカッション(各⾃、共同研究マッチング) 
20:10-       懇親会会場案内開始 

20:30-22:30  懇親会(20:30 受付開始) 

 

  



アクセス 

シンポジウム会場 
NAGOYA INNOVATORʼS GARAGE (https://garage-nagoya.or.jp/) 
愛知県名古屋市中区栄 3-18-1 ナディアパーク 4F 
地下鉄名城線「⽮場町駅」下⾞ 6番出⼝より徒歩 5分 
地下鉄東⼭線「栄駅」下⾞ サカエチカ 7番出⼝より徒歩 7分 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

懇親会会場 
Daliguadalupe Terrace House (https://edistortion.co.jp/#restaurant) 
愛知県名古屋市中区丸の内 3-19-19ADC-HISAYA-BUILDING 3F 460-0002 
栄駅 3番出⼝ 徒歩 5分 
栄 テレビ塔 徒歩 1 分 
久屋⼤通駅から 93m 
 

https://garage-nagoya.or.jp/
https://edistortion.co.jp/#restaurant

